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附属小学校だより
平成２４年９月発行

教育実践研究の推進と発信
～よりよく思考する子どもを目指して～

附属小学校に与えられた使命の一つに、「教育実践

研究の推進と発信」を挙げることができます。本校

では、教育の不易と流行を見極め、また、目の前の

子どもの実態に応じた研究テーマを設定し、実践を

進めてきています。

現在取り組んでいる研究テーマ「よりよく思考す

る子どもが育つ授業の創造」は、平成20年度に設定

したものです。そして、今年の６月15日に、４年間

の研究成果の一端を公開するために、教育研究発表

会を開催しました。 多くの人に参観していただいた研究発表会

当日は、県内外の先生方、教育機関の先生方、学部の先生や学生など、５００名以上の

参会者がありました。次は、参会者の声です。

附属の子どもたちは、本当に素晴らしいですね。自分の考えをしっかりと述べるこができるだ

けでなく、他の意見を取り入れ、自分なりに解釈した後で発表をしている。なかなかできること

ではありませんよ。それも、一人や二人ではない。学級全体がそんなふうになっている。先生方

の指導の成果ですね。今日は、研究会に参加して本当によかったです。ありがとうございました。

学校に戻ったら、ぜひ先生方に話をしたいと思います。（公立小学校教員）

このような声を聞くと、研究のやりがいを感じます。一方で、指導方法の在り方や子ど

ものとらえ方など、解明すべき課題も明らかになりました。今後も、これまで以上に実践

研究を積み重ね、発信していきたいと思います。

情報通信網設備更新工事 体育館外壁等耐震予防工事
校内の情報通信網が整備されました。 地震の際、体育館の壁やガラスなどが

これは、「実践的な指導力強化のため 割れ落ちたりしないように予防工事が行

の教員養成プログラム開発事業」の一つ われました。

で、校内の情報通信網を整備するととも 体育館は、地震や火

に、附属学校園と人間発達科学部をネッ 災発生時の一時避難場

トワークによって接続するものです。こ 所になっています。こ

れまで以上に附属学校園と学部との連携 れで、子どもたちが安

が深まり、実践研究や理論研究が期待で 心して避難できる場所

きます。 になりました。
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頑張っています！少年団活動

【ミニバスケットボールクラブ】
ミニバスケットボールクラブは、４年生７名、５年生10

名、６年生９名の計26名で活動しています。

原田コーチやボランティアでお願いしている大学生の指

導もと、週３回の限られた時間を効果的に使い、集中して

練習に取り組んでいます。練習内容は、組織的なディフェ

ンスの仕方や相手の動きに応じた攻撃の仕方、基礎体力づ

くりなどです。これまでの練習のかいもあり、昨年の富山

県秋季大会では第３位に入賞し、勝つことの喜びを味わうことができました。子どもたちは、バ

スケットボールを通して、最後まであきらめないことの大切さと、仲間と一緒にバスケをやる楽

しさを全身で味わっています。

今年度は、春に行われた富山市新人戦で優勝、６月に行われた富山市民体育大会で準優勝とい

う順調なスタートを切ることができました。これからも、今まで以上の活躍ができるように頑張

りたいと思います。

【サッカースポーツ少年団】
サッカースポーツ少年団は、３年生２名、４年生８名、５年

生７名、６年生５名の計22名で活動しています。

これまで、中村監督の指導もと、実戦形式で練習を重ねると

ともに、多くの大会に参加し、「負けない気持ち」で「考えるサ

ッカー」を体現することができました。

６月に行われた全日本少年サッカー大会では、惜しくも予選

リーグで敗退してしまいました。７月には、本少年団が主催す

る「第22回わんぱくサッカーフェスティバル」を開催しました。豊田市からトヨタ少年サッカー

スクールの子どもたちを招待するなど、県内外12チームが集い、暑さに負けず熱戦が繰り広げら

れました。本少年団の結果は惜敗に終わりましたが、新チームの攻守両面における「ポジション

のとり方」「攻守の切り替え」「強い気持ち」について課題が明確になりました。これからも、練

習や試合を通して課題を解決し、チーム力を高めていきたいと思います。

【吹奏楽部】
吹奏楽部は、３年生12名、４年生２名、５年生７名、６

年生８名の計29名で活動しています。

日々、「継続は力なり」をモットーに、基礎・基本を大切

にし、聴いてくださる方々に感動していただける演奏を目

指しています。また、異学年が仲間として絆を深める毎日

です。

練習は、定期的に来ていただき、根気強く、丁寧に指導

してくださる斉藤先生をはじめ、外部講師による充実した合奏指導やパートレッスン、保護者の

サポートもあり、短時間であっても密度の濃いものになっています。

７月に行われた富山県吹奏楽コンクールで県代表となり、北陸吹奏楽コンクールではグランプ

リをいただきました。これからは、北陸バンドフェスティバルで北陸代表になり、全国大会を目

指したいと思います。

原田コーチを囲んで

わんぱくサッカー

県吹奏楽コンクールにて


